
髙
木
元
先
生
を
送
る

大

原

祐

治

髙
木
元
先
生
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
千
葉
大
学
文
学
部
へ
着
任
さ
れ
て
以
来
、
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
研
究
・
教
育
そ
の

他
、
校
務
全
般
に
お
い
て
、
常
に
日
本
文
化
学
科
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
定
年
退
職
に
は
ま
だ
時
間
を
残
し
た
二
〇
一

五
年
三
月
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
へ
と
移
ら
れ
た
。
突
然
伝
え
ら
れ
た
異
動
の
話
に
、
わ
れ
わ
れ
学
科
・
講
座

の
メ
ン
バ
ー
が
受
け
た
打
撃
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
髙
木
先
生
か
ら
受
け
た
恩
恵
の
大
き
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。

筆
者
自
身
が
千
葉
大
に
着
任
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年
の
こ
と
な
の
で
、
直
接
存
じ
上
げ
て
い
る
の
は
最
近
の
六
年
ほ
ど
で
し
か
な

い
が
、
ご
本
人
か
ら
の
「
口
伝
」
も
含
め
て
、
こ
の
十
五
年
間
に
髙
木
先
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

こ
と
を
、
実
に
多
く
の
方
か
ら
耳
に
し
て
き
た
。

着
任
と
同
時
に
学
生
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
情
報
委
員
長
、
教
務
委
員
長
、
広
報
委
員
長
と
い
っ
た
職
務
を

次
々
に
担
わ
れ
、
ま
た
日
本
文
化
学
科
の
学
科
長
も
二
度
に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
情
報
処
理
関
係
の
事
柄
に

つ
い
て
お
詳
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
在
職
中
は
学
部
内
の
サ
ー
バ
管
理
と
い
っ
た
業
務
に
常
に
気
を
配
っ
て
下
さ
り
、
学
生
た
ち
の

使
用
す
る
機
器
の
Ｉ
Ｔ
環
境
に
ま
で
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
。

（１）



ま
た
、
学
科
や
講
座
の
中
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
た
と
き
、
い
つ
も
全
体
を
見
渡
し
、
時
に
厳
し
い
意
見
を
口
に
し
な

が
ら
学
科
・
講
座
の
向
か
う
べ
き
筋
道
を
明
確
に
示
し
て
下
さ
っ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
近
頃
の
若
い
人
は
す
ぐ
に
納

得
し
て
し
ま
っ
て
、
疑
問
を
懐
き
〈
闘
う
〉
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
少
な
い
」
と
苦
言
を
呈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
に
し
て

思
え
ば
、
常
に
ご
自
身
が
楯
に
な
っ
て
年
少
世
代
の
同
僚
を
守
ろ
う
と
し
て
下
さ
っ
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
場
面
ば
か
り
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
。
学
生
運
動
の
ピ
ー
ク
よ
り
は
少
し
後
の
世
代
に
属
さ
れ
る
は
ず
で
は
あ
る
が
、
黒
々
と
し
た
長
髪
を
な
び
か
せ
な
が
ら

「
吠
え
る
」
お
姿
は
、
諦
念
に
流
さ
れ
が
ち
な
国
立
大
学
の
職
場
の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
つ

く
づ
く
思
い
知
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

一
方
、
授
業
を
通
し
て
学
生
た
ち
に
見
せ
る
顔
は
、
ま
た
違
っ
た
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
徹

底
し
て
書
物
そ
の
も
の
と
向
き
合
う
、
そ
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
研
究
ス
タ
イ
ル
と
は
対
照
的
に
、
授
業
で
は
常
々
ア
ツ
く「
愛
」を
語
っ

て
い
た
、
と
は
卒
業
生
が
口
を
揃
え
て
証
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
も
共
に
関
わ
っ
た
普
遍
コ
ア
科
目
（
リ
レ
ー
講
義
形
式
）

の
テ
ー
マ
を
決
め
る
に
際
し
て
も
、
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
髙
木
先
生
が
率
先
し
て
提
示
し
た
の
が
「〈
愛
〉

の
文
学
」（
！
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
き
っ
と
授
業
で
は
い
つ
も
、
書
物
へ
の
愛
、
文
学
へ
の
愛
を

語
る
と
共
に
、
文
学
作
品
の
中
に
描
か
れ
た
愛
の
か
た
ち
に
つ
い
て
、
豊
富
な
人
生
経
験
を
踏
ま
え
た
お
話
を
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
夏
の
日
本
文
化
学
会
の
折
な
ど
に
、
卒
業
生
が
先
生
を
慕
っ
て
や
っ
て
き
て
、
楽
し
げ
に
久
闊
を
叙
し
て
い
た
場
面
も
何
度
か

目
に
し
た
。
ご
本
人
も
し
ば
し
ば
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
何
か
悩
み
を
抱
え
て
い
た
り
、
漠
然
と
「
生
き
づ
ら
さ
」
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ
て
い
た
り
す
る
学
生
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
髙
木
先
生
の
研
究
室
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
髙
木
先
生
は
、
学
問
上
の
師
で
あ
る
と
と
も
に（
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
）、
人
生
の
師
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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と
は
い
え
、
と
り
わ
け
大
学
院
の
授
業
で
は
、
し
ば
し
ば
そ
う
し
た
文
学
へ
の
「
愛
」
を
一
度
封
印
し
、「
研
究
」
の
厳
し
さ
を

叩
き
込
む
、
と
い
う
顔
も
見
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
、
近
代
文
学
を
専
攻
す
る
つ
も
り
で
大
学
院
に
進
学
し
て
き
た
私
の
指

導
学
生
な
ど
は
、
し
ば
し
ば
授
業
で
厳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
書
物
そ
の
も
の
に
向
き
合
い
、
文
字
情
報
の

ナ
イ
ー
ヴ
な
読
解
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
さ
り
げ
な
く
刷
り
込
ま
れ
た
細
か
な
図
像
情
報
な
ど
に
ま
で
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
考
察

す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
書
物
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
造
り
だ
さ
れ
、
何
者
が
介
在
す
る
中
で
流
通
し
て
い
く
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
ま
で
注
意
を
向
け
る
こ
と
等
々
、
ど
れ
も
文
学
を
研
究
す
る
上
で
は
最
も
重
要
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
が
、
長
ら
く
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
徹
底
し
て
こ
だ
わ
り
、
着
実
に
研
究
実
績
を
積
み
か
さ
ね
て
こ
ら
れ
た
髙
木
先
生
か
ら
諭
さ
れ
る
こ
と
で
、
大

学
院
生
た
ち
は
そ
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人
社
研
の
修
了
生
た
ち
の
中
に
は
、
こ
う
し

た
髙
木
先
生
の
薫
陶
を
受
け
な
が
ら
、
教
育
・
研
究
職
に
就
い
て
い
る
人
々
が
数
多
く
い
る
は
ず
で
あ
る
。

髙
木
先
生
の
ご
研
究
は
、
ご
自
身
が
常
々
看
板
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
十
九
世
紀
文
学
研
究
」
と
い
う
言
葉
に
体
現
さ
れ
て

い
る
。
近
世
／
近
代
と
い
う
時
代
区
分
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
次
第
に
タ
コ
ツ
ボ
化
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
た
日
本
文
学
研
究
の

世
界
に
風
穴
を
開
け
よ
う
と
す
る
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
視
座
は
き
わ
め
て
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
政
治
史
的
な
区
分
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
作
品
論
／
作
家
論
的
な
枠
組
み
か
ら
も
遠
く
離
れ
、
作
者
・
板
元
・
読
者
の
関
係
を
実
証
的
か
つ
立
体

的
に
捉
え
る
視
座
に
立
っ
た
研
究
は
、
狭
義
の
文
学
研
究
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
出
版
史
研
究
・
書
誌
学
研
究
と
し
て
の
広
が
り
を

持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
日
本
文
学
研
究
の
ス
タ
イ
ル
は
、
長
ら
く
委
員
を
務
め
て
お
ら
れ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
通
し
て
、
多
く
の
文
学
研
究
者
に
共
有
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
も
な
り
、
ご
自
身
も
呼
び
掛
け
人
の
一
人
と
し

て
関
わ
る
「
十
九
世
紀
文
学
研
究
会
」
の
活
動
へ
と
結
実
し
て
い
る
。

（３）
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ま
た
、
こ
う
し
た
ご
研
究
の
成
果
は
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
精
力
的
に
フ

ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
に
足
を
運
び
、
海
外
で
保
存
さ
れ
て
い
る
諸
資
料
を
調
査
す
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

海
外
の
学
会
等
で
の
発
表
・
講
演
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
論
文
が
フ
ラ
ン
ス
語
訳
さ
れ
て
当
地
の
専
門
的
な
学
術
誌
に

掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
視
座
が
求
め
ら
れ
る
今
日
に
お
け
る
人
文
学
の
趨
勢
の
中
で
、
専
ら
調
査
・
研
究

対
象
を
日
本
語
文
献
と
し
て
い
る
日
本
文
学
研
究
は
、
そ
の
成
果
を
い
か
に
し
て
外
部
に
向
け
て
発
信
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

根
源
的
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
髙
木
先
生
の
ご
研
究
は
そ
の
よ
う
な
要
請
に
対
し
て
も
軽
々
と
応
え
て
み
せ
る
も
の

だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

髙
木
先
生
が
千
葉
大
学
を
去
ら
れ
た
い
ま
、
日
本
文
学
を
専
攻
す
る
残
り
の
ス
タ
ッ
フ
は
奮
戦
を
求
め
ら
れ
る
場
面
が
少
な
く
な

い
。
折
か
ら
進
行
し
て
い
る
大
学
改
革
の
急
流
の
中
で
、
今
後
、
難
し
い
局
面
が
出
来
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
同
じ
学
部
・
学
科
・
講
座
の
一
員
と
し
て
教
育
研
究
に
携
わ
る
中
で
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
ど
も
は
、
し
っ
か
り
と
受
け
継

い
で
い
き
た
い
。
安
易
な
選
択
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
守
る
べ
き
も
の
を
い
か
に
し
て
守
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
い
つ
も
身

を
も
っ
て
示
し
て
下
さ
っ
た
お
姿
を
、
残
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
う
。

大
妻
女
子
大
学
に
移
ら
れ
て
か
ら
も
、
髙
木
先
生
は
引
き
続
き
日
本
文
学
研
究
を
牽
引
し
て
い
く
お
立
場
で
あ
る
。
国
立
大
学
か

ら
私
立
大
学
へ
、
し
か
も
女
子
大
学
へ
の
ご
異
動
と
い
う
こ
と
で
、
環
境
の
変
化
は
大
き
く
、
ま
た
校
務
も
決
し
て
少
な
く
な
い
の

だ
と
い
う
お
話
を
ご
本
人
か
ら
う
か
が
っ
た
が
、〈
闘
志
〉
と
〈
愛
〉
に
溢
れ
た
髙
木
先
生
は
、
新
天
地
に
お
い
て
も
研
究
に
教
育

に
、
い
っ
そ
う
邁
進
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
今
後
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
て
送

る
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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髙
木
元
先
生

略
歴

一
九
五
五
（
昭
和
３０
）
年
一
月
一
七
日
生
ま
れ

東
京
育
ち

学

歴
一
九
七
三
（
昭
和
４８
）
年
三
月

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

卒
業

一
九
七
四
（
昭
和
４９
）
年
四
月

東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
入
学

一
九
七
五
（
昭
和
５０
）
年
四
月

同

人
文
学
部
文
学
科
（
国
文
学
専
攻
）
転
学
部

一
九
七
九
（
昭
和
５４
）
年
三
月

同

卒
業

一
九
八
五
（
昭
和
６０
）
年
四
月

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
入
学

一
九
八
七
（
昭
和
６２
）
年
三
月

同

修
士
課
程
（
国
文
学
専
攻
）
修
了

一
九
八
七
（
昭
和
６２
）
年
四
月

同

博
士
課
程
入
学

一
九
九
〇
（
平
成
２
）
年
三
月

同

単
位
修
得
満
期
退
学

一
九
九
四
（
平
成
６
）
年
一
月

博
士
（
文
学
）
東
京
都
立
大
学

職

歴
一
九
七
九
（
昭
和
５４
）
年
四
月

明
治
学
院
東
村
山
高
等
学
校
教
諭

兼

明
治
学
院
中
学
校
教
諭
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

（５）

髙
木
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先
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一
九
九
〇
（
平
成
２
）
年
四
月

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
講
師

兼

愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
講
師（
一
九
九
三
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
三
（
平
成
５
）
年
四
月

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

兼

愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
助
教
授
（
二
〇
〇
〇
年
三
月

ま
で
）

二
〇
〇
〇
（
平
成
１２
）
年
四
月

千
葉
大
学
文
学
部
教
授
（
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
五
（
平
成
２７
）
年
四
月

大
妻
女
子
大
学
文
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

〈
非
常
勤
〉

名
古
屋
大
学
文
学
部
、
南
山
大
学
文
学
部
、
椙
山
女
学
園
短
期
大
学
部
、
立
正
大
学
文
学
部
、
共
立
女
子
大
学
大
学
院
文
芸
学
研

究
科
、
共
立
女
子
大
学
文
学
部
、
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
（
集
中
講
義
）、
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
成
城
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
、
放
送
大
学
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
駒
澤
大
学
文
学
部
、
横
浜
市
立
大
学
（
全
学
科
目
）、
法

政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
・
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科（
集
中
講
義
）、
東
京
大
学
教
養
学
部
等
。

業
績
目
録

Ⅰ

著
書

１
『
中
本
型
読
本
集
』〈
叢
書
江
戸
文
庫
２５
〉（
一
九
八
八
年
一
月
、
国
書
刊
行
会
、
四
二
五
頁
）

２
『
江
戸
読
本
の
研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
―
」（
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
ぺ
り
か
ん
社

五
七
五
頁
）
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Ⅱ

共
著
・
編
著

１
『
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵

馬
琴
書
翰
集
』（
一
九
九
二
年
一
一
月
、
八
木
書
店
、
二
八
〇
頁

＊
大
澤
美
夫
氏
・
柴
田
光
彦

氏
と
の
共
編
校
）

２
『
山
東
京
山
伝
奇
小
説
集
』〈
江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
大
系
４
〉（
二
〇
〇
三
年
一
月
、
国
書
刊
行
会
、
一
〇
四
六
頁
）

３
『
開
化
風
俗
誌
集
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
《
明
治
編
》
１
〉（
二
〇
〇
四
年
二
月
、
岩
波
書
店
、
四
四
三
頁
）

Ⅲ

学
位
論
文

「
江
戸
読
本
の
研
究
―
十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
」〈
博
士
論
文
〉（
一
九
九
四
年
一
月
、
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

〔
人
博
第
５５
号
〕）

Ⅳ

学
術
論
文

１
「『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
』
論
」（「
日
本
文
学
」
一
九
八
〇
年
一
月
、
５６
―
６６
頁
）

２
「『
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
』
の
諸
板
本
」（「
都
大
論
究
」
一
九
八
〇
年
四
月
、
１９
―
３１
頁
）

３
「
中
本
型
読
本
の
展
開
」（『
読
本
の
世
界
―
江
戸
と
上
方
―
』
第
三
章

世
界
思
想
社
、
一
九
八
五
年
七
月
、
１３２
―
１５
頁
）

４
「
感
和
亭
鬼
武
著
編
述
書
目
年
表
稿
」（「
研
究
と
資
料
」
一
九
八
五
年
七
月
、
６９
―
８０
頁
）

５
「
鳥
山
瀬
川
の
後
日
譚
」（「
都
大
論
究
」
一
九
八
六
年
三
月
、
１１１
―
１１５
頁
）

６
「
中
本
型
読
本
書
目
年
表
稿
―
天
保
期
ま
で
―
」（「
近
世
文
藝
」
一
九
八
六
年
六
月
、
５５
―
７５
頁
）

（７）
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７
「
末
期
の
中
本
型
読
本
―
所
謂
「
切
附
本
」
に
つ
い
て
―
」（「
近
世
文
藝
」
一
九
八
六
年
一
一
月
、
４９
―
６９
頁
）

８
「
末
期
中
本
型
読
本
書
目
年
表
稿
―
弘
化
期
以
降
―
」（「
近
世
文
藝
」
一
九
八
七
年
六
月
、
５５
―
７６
頁
）

９
「
江
戸
読
本
の
形
成
―
貸
本
屋
の
出
板
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
文
学
」
一
九
八
八
年
九
月
、
６５
―
８５
頁
）

１０
「『
出
像
稗
史
外
題
鑑
』
に
つ
い
て
―
文
化
期
江
戸
読
本
書
目
年
表
稿
―
」（「
読
本
研
究
」
一
九
八
九
年
月
、
１７７
―
２１５
頁
）

１１
「
読
本
の
書
誌
を
め
ぐ
っ
て
」（「
読
本
研
究
」
一
九
九
〇
年
六
月
、
１４２
―
１５６
頁
）

１２
「
戯
作
者
た
ち
の
「
蝦
蟇
」
―
江
戸
読
本
の
方
法
―
」（「
江
戸
文
学
」
一
九
九
〇
年
一
一
月
、
１２５
―
１４０
頁
）

１３
「
江
戸
読
本
享
受
史
の
一
断
面
―
明
治
大
正
期
の
翻
刻
本
に
つ
い
て
―
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
編
）」
一

九
九
一
年
二
月
、
１
―
３７
頁
）

１４
「
馬
琴
の
中
本
型
読
本
―
改
題
本
再
刻
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
読
本
研
究
」
一
九
九
一
年
九
月
、
９３
―
１０７
頁
）

１５
「
山
東
京
山
著
述
書
目
年
表
稿
（
一
）
―
短
編
読
切
合
巻
―
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
編
）」
一
九
九
二
年

二
月
、
４３
―
６７
頁
）

１６
「
読
本
の
校
合
―
板
本
の
象
嵌
跡
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
読
本
研
究
」
一
九
九
二
年
九
月
、
１９９
―
２１６
頁
）

１７
「
化
政
期
出
版
界
に
於
け
る
〈
雑
家
〉
―
島
岡
権
六
の
場
合
―
」（「
江
戸
文
学
」
一
九
九
二
年
一
〇
月
、
３７
―
６０
頁
）

１８
「
草
双
紙
の
十
九
世
紀
―
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
様
式
―
」（「
国
語
と
国
文
学
」
一
九
九
三
年
五
月
、
５８
―
６６
頁
）

１９
「
意
味
と
し
て
の
体
裁
―
俊
徳
丸
の
変
容
―
」（『
見
え
な
い
世
界
の
文
学
誌
』
一
九
九
四
年
三
月
、
ぺ
り
か
ん
社
、
９５
―
１１２
頁
）

２０
「
江
戸
読
本
の
新
刊
予
告
と
〈
作
者
〉
―
テ
キ
ス
ト
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
論
覚
書
―
」（「
日
本
文
学
」
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
２２
―

３４
頁
） 千

葉
大
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人
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２１
「
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
等
の
〈
清
玄
〉」（「
国
文
学
」
一
九
九
五
年
六
月
、
１３６
―
１３７
頁
）

２２
「
書
肆
・
貸
本
屋
の
役
割
」（『
岩
波
講
座

日
本
文
学
史
』
１０
〔
１９
世
紀
の
文
学
〕、
一
九
九
六
年
四
月
、
２４５
―
２６５
頁
）

２３
「
山
東
京
山
著
述
書
目
年
表
稿
（
二
）
―
長
編
合
巻
―
」（「
説
林
」
一
九
九
八
年
三
月
、
４５
―
７４
頁
）

２４
「
草
双
紙
・
読
本
の
雅
俗
―
黄
鳥
墳
説
話
の
諸
相
―
」（「
国
文
学
」
一
九
九
九
年
二
月
、
４２
―
４８
頁
）

２５
「
近
世
後
期
小
説
受
容
史
試
論
―
明
治
期
の
序
文
集
妙
文
集
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
明
治
の
出
版
文
化
』
二
〇
〇
二
年
三
月
、
臨

川
書
店
、
８０
―
１３９
頁
）

２６
「『
水
滸
後
画
伝
』
攷
―
草
稿
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
読
本
研
究
新
集
」
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
２４１
―
２６７
頁
）

２７
「
鈍
亭
時
代
の
魯
文
」（「
社
会
文
化
科
学
研
究
」
二
〇
〇
五
年
九
月
、
１
―
２３
頁
）

２８
「
魯
文
の
売
文
業
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要

文
学
研
究
篇
」
二
〇
〇
八
年
二
月
、
１４１
―
１７６
頁
）

２９
「
江
戸
読
本
に
見
る
造
本
意
識
」（「
ア
ジ
ア
遊
学
」
二
〇
〇
八
年
四
月
、
１１３
―
１２４
頁
）

３０
「
魯
文
の
艶
本
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要

文
学
研
究
篇
」
二
〇
〇
九
年
二
月
、
１１５
―
１５３
頁
）

３１
「
八
犬
伝
の
後
裔
」（『
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
―
日
本
と
中
国
の
日
本
文
化
研
究
の
接
点
』
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
溪
水
社
、

２２５
―
２４６
頁
）

３２
「
十
九
世
紀
の
草
双
紙
」（「
文
学
」
二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
４
―
１５
頁
）

３３
「
読
本
に
於
け
る
挿
絵
の
位
相
」（「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
」
二
〇
一
〇
年
八
月
、
８１
―
８８
頁
）

３４
「
二
代
目
岳
亭
の
遺
業
」（「
人
文
社
会
科
学
研
究
」
二
〇
一
一
年
九
月
、
１６
―
２９
頁
）

３５
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（２０１１

）pp.２７―４６
３６
「
書
物
（
テ
キ
ス
ト
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
―
板
本
は
読
め
て
い
る
か
―
」（「
日
本
文
学
」
二
〇
一
三
年
四
月
、
１０
―
２２
頁
）

３７
「
江
戸
読
本
の
往
方
―
巴
里
に
眠
る
読
本
た
ち
―
」（「
読
本
研
究
新
集
」
二
〇
一
四
年
六
月
、
１６９
―
１８１
頁
）

３８
「
ギ
メ
美
術
館
蔵
〔
読
本
挿
絵
集
〕
に
つ
い
て
」（「
語
文
論
叢
」
二
〇
一
四
年
七
月
、
８
―
１６
頁
）

３９
「
十
九
世
紀
の
絵
入
メ
デ
ィ
ア
―
錦
絵
の
〈
填
詞
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
国
語
と
国
文
学
」
二
〇
一
五
年
二
月
、
３
―
２０
頁
）

４０
「
十
九
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
出
板
文
化
」（『
テ
キ
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
を
編
む

出
版
文
化
の
日
仏
交
流
』
二
〇
一
五
年
二
月
、

勉
誠
出
版
、
４９
―
７２
頁
）

Ⅳ

資
料
紹
介

１
「『
観
音
利
生
孤
舘
記
伝

敵
討
枕
石
夜
話
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
研
究
実
践
紀
要
」〔
明
治
学
院
東
村
山
高
等
学
校
〕
一
九

八
一
年
六
月
、
１３
―
３７
頁
）

２
「『
敵
討
誰
也
行
燈
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
研
究
実
践
紀
要
」〔
明
治
学
院
東
村
山
高
等
学
校
〕
一
九
八
二
年
六
月
、
９
―
３７
頁
）

３
「『
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
研
究
実
践
紀
要
」〔
明
治
学
院
東
村
山
高
等
学
校
〕
一
九
八
三
年
六
月
、
２０
―

５０
頁
）

４
「『
盆
石
皿
山
記
』
前
編
・
後
編
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
研
究
実
践
紀
要
」〔
明
治
学
院
東
村
山
高
等
学
校
〕
一
九
八
四
年
六
月
、

一
九
八
五
年
六
月
、
３
―
２８
頁
）

５
「『
敵
討
連
理
橘
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
読
本
研
究
」
一
九
八
七
年
四
月
、
１８２
―
２１０
頁
）
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６
「『
類
集
撰
要
』
江
戸
出
板
史
料
の
紹
介
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
読
本
研
究
」
一
九
八
八
年
六
月
、
８１
―
１１１
頁
）

７
「『
苅
萱
後
傳
玉
櫛
笥
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
説
林
」
一
九
九
一
年
三
月
、
８９
―
１３０
頁
）

８
「『
巷
談
坡
堤
庵
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
）」
一
九
九
三
年
二
月
、
１９
―
６９
頁
）

９
「『
高
尾
船
字
文
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
説
林
」
一
九
九
五
年
二
月
、
５９
―
９９
頁
）

１０
「『
八
犬
傳
銘
々
誌
畧
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
説
林
」
一
九
九
六
年
三
月
、
１４３
―
１７１
頁
）

１１
「「
読
本
外
題
一
覧
」
に
つ
い
て
」（「
読
本
研
究
」
一
九
九
六
年
一
一
月
、
２２６
―
２３４
頁
）

１２
「『
八
犬
傳
銘
々
誌
畧
』
第
二
集
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
一
年
三
月
、
１６９
―
１９８
頁
）

１３
「『
八
犬
義
士
誉
勇
猛
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
三
年
三
月
、
５７
―
７６
頁
）

１４
「『
八
犬
伝
も
の
銅
版
絵
本
二
種
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
四
年
三
月
、
６１
―
９９
頁
）

１５
「『
英
名
八
犬
士
』（
一
）
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
五
年
三
月
、
９５
―
１５７
頁
）

１６
「『
義
勇
八
犬
傳
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
六
年
三
月
、
１９５
―
２４１
頁
）

１７
「「
恋
娘
昔
八
丈
」解
題
」（
リ
プ
リ
ン
ト
日
本
近
代
文
学
５６
『
恋
娘
昔
八
丈
』二
〇
〇
六
年
四
月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
１
頁
）

１８
「『
英
名
八
犬
士
』（
二
）
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
七
年
三
月
、
２１３
―
２７０
頁
）

１９
「『
英
名
八
犬
士
』（
三
）
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
八
年
三
月
、
１９
―
７９
頁
）

２０
「『
笠
つ
く
し
ほ
め
こ
と
葉
』
に
つ
い
て
」（「
日
本
文
化
論
叢
」
二
〇
〇
八
年
七
月
、
１
―
１０
頁
）

２１
「『
烟
花
清
談
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
社
会
科
学
研
究
」
二
〇
〇
九
年
三
月
、
１３
―
５０
頁

＊
解
題
は
及
川
季
江
氏
執
筆
）

２２
「『
英
名
八
犬
士
』（
四
）
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
〇
九
年
三
月
、
２１９
―
２５１
頁
）

（１１）
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２３
「『
英
名
八
犬
士
』（
五
）
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
一
〇
年
三
月
、
１６９
―
２０２
頁
）

２４
「『
當
世
八
犬
傳
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
一
一
年
三
月
、
２４５
―
２５８
頁
）

２５
「
明
治
期
合
巻
『
里
見
八
犬
傳
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
一
二
年
三
月
、
２９９
―
３２３
頁
）

２６
「
合
羽
摺
草
双
紙
『
里
見
八
犬
傳
』
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
一
三
年
三
月
、
１７９
―
２０３
頁
）

２７
「『
今
様
八
犬
傳
』（
一
）
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
一
四
年
三
月
、
１９９
―
２５０
頁
）

２８
「『
今
様
八
犬
傳
』（
二
）
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
人
文
研
究
」
二
〇
一
五
年
三
月
、
１８７
―
２３６
頁
）

Ⅴ

そ
の
他

〔
書
評
・
展
望
〕

１
「〈
書
評
展
望
〉
江
戸
絵
本
研
究
の
展
望
」（「
日
本
文
学
」
一
九
八
七
年
一
二
月
、
６６
―
６８
頁
）

２
「
平
成
元
年
国
語
国
文
学
界
の
展
望

近
世
（
散
文
）」（「
文
学
語
学
」
一
九
九
一
年
一
月
、
２８
―
４０
頁
）

３
「
読
本
研
究
の
５０
年
と
今
後
」（「
讀
本
研
究
」
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
６４
―
７１
頁
）

４
「〈
書
評
〉
鈴
木
俊
幸
著
『
蔦
屋
重
三
郎
』」（「
日
本
文
学
」
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
７０
―
７１
頁
）

５
「
印
刷
史
研
究
会
編
『
本
と
活
字
の
歴
史
事
典
』（
書
評
）」（「
週
刊
読
書
人
」
二
三
五
一
号
、
二
〇
〇
〇
九
月
、
４
面
）

６
「
文
学
の
末
芸
（
書
評
『
馬
琴
書
翰
集
成
』）」（「
図
書
新
聞
」
二
六
一
六
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
、
４
面
）

７
「
草
双
紙
を
研
究
す
る
こ
と
（
研
究
史
展
望
）」（「
江
戸
文
学
」
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
１
〜
１３
頁
）

８
「
府
川
充
男
・
小
池
和
夫
・
小
宮
山
博
史
・
日
下
潤
一
・
前
田
年
昭
・
大
熊
肇『
組
版
／
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
廻
廊
』（
書
評
）」

千
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（「
週
刊
読
書
人
」
二
七
三
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
６
面
）

９
「
小
宮
山
博
史
『
日
本
語
活
字
も
の
が
た
り
草
創
期
の
人
と
書
体
』（
書
評
）」（「
週
刊
読
書
人
」
二
七
八
八
号
、
二
〇
〇
九

年
五
月
、
２
面
）

１０
「〈
書
評
〉
黄
智
暉
著
『
馬
琴
小
説
と
史
論
』」（「
日
本
文
学
」
二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
８４
―
８５
頁
）

１１
「〈
書
評
〉
播
本
眞
一
著
『
八
犬
伝
・
馬
琴
研
究
』」（「
日
本
文
学
」
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
６６
―
６８
頁
）

〔
各
種
報
告
書
等
〕

１
「
近
世
後
期
小
説
と
役
者
似
顔
絵
―
書
誌
情
報
活
用
の
実
際
―
」（『
近
世
後
期
戯
作
―
主
に
化
政
期
合
巻
―
に
用
い
ら
れ
た

役
者
似
顔
絵
の
研
究
』〔
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
〕
一
九
九
二
年
三
月
、
５５
―
６２
頁
）

２
「
奥
谷
蔵
書
調
査
と
書
誌
デ
ー
タ
の
処
理
に
つ
い
て
」（『
近
世
後
期
に
お
け
る
書
物
・
草
紙
等
の
出
版
・
流
通
・
享
受
に
つ

い
て
の
研
究
―
木
曾
妻
篭
林
家
蔵
書
、
及
び
、
木
曾
上
松
臨
川
寺
所
蔵
板
木
の
調
査
を
中
心
に
―
』〔
文
部
省
科
学
研
究
費
補

助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
〕
一
九
九
六
年
三
月
、
９５
〜
１０２
頁
）

３
「
近
世
よ
り
明
治
期
初
頭
に
お
け
る
読
本
の
出
版
流
通
に
関
す
る
通
史
的
研
究
―
読
本
書
目
年
表
の
作
成
へ
向
け
た
書
誌
学

的
調
査
を
中
心
に
―
」（『
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）』
研
究
成
果
報
告
書
、
１９７
頁
）

４
「
高
井
蘭
山
著
編
述
書
目
（
覚
書
）」〔
編
著
〕（
２
０
０
６
年
３
月
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
書
「
近
世
出
版
文
化
史
に
お

け
る
〈
雑
書
〉
の
研
究
」』（
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
「
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
集
」
１３３
、
二
〇
〇
六
年
三

月
、
８３
―
１０８
頁
）

（１３）

髙
木
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５
「
絵
入
本
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」（『
日
本
・
中
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
お
け
る
絵
入
本
の
基
礎
的
研
究
及
び
画
像
デ
ー

タ
・
ベ
ー
ス
の
構
築
』〔
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
〕
二
〇
〇
六
年
三
月
、
３５
―
３７
頁
）

６
「
近
世
後
期
よ
り
明
治
期
に
至
る
ま
で
の
読
本
の
出
版
流
通
関
す
る
書
誌
学
的
研
究
」〔
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
五
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
２
）
研
究
成
果
報
告
書
〕（
二
〇
〇
八
年
三
月
、
７２
頁
）

７
「
仮
名
垣
魯
文
著
作
解
題
「
切
附
本
」
の
項
目
」（『
原
典
資
料
の
調
査
を
基
礎
と
し
た
仮
名
垣
魯
文
の
著
述
活
動
に
関
す
る

総
合
的
研
究
」（
解
題
編
・
論
考
編
・
資
料
編
）〔
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成

果
報
告
書
〕
二
〇
〇
八
年
三
月
、
電
子
媒
体
）

８
「
鄭
成
功
の
〈
物
語
〉」（『
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
記
憶
」
と
歴
史
認
識
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』〔
二
〇
〇
六
〜
二
〇
〇

九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
〕
二
〇
一
〇
年
三
月
、
９３
―
９６
頁
）

９
『
現
存
本
の
悉
皆
調
査
を
通
じ
た
読
本
の
出
版
流
通
に
関
す
る
書
誌
学
的
研
究
』〔
二
〇
〇
六
〜
二
〇
〇
九
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
〕（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

１０
『
近
世
近
代
を
通
貫
す
る
十
九
世
紀
小
説
史
の
構
築
へ
向
け
た
〈
絵
入
小
説
〉
の
書
誌
学
的
研
究
』〔
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
三

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
〕（
二
〇
一
四
年
五
月
）

〔
項
目
執
筆
〕

１
「『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』」「
曲
亭
馬
琴
」「
小
説
の
原
稿
料
」「
勧
善
懲
悪
」（『
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
』
第
４
巻

近
世
小

説
（
一
九
八
三
年
一
〇
月
、
明
治
書
院
、
３２３
―
３２４
、
３５２
―
３６３
頁
）

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
五
号

（１４）



２
「
本
文
コ
ラ
ム
」（
語
句
評
注
）（
少
年
少
女
古
典
文
学
館
第
２２
巻
『
里
見
八
犬
伝
』、
一
九
八
三
年
八
月
、
講
談
社
）

３
「
中
沢
道
二
」（『
世
界
人
物
逸
話
大
事
典
』（
一
九
九
六
年
二
月
、
角
川
書
店
）

４
「
天
保
２
年
〜
天
保
１１
年
」「
天
保
１２
年
〜
嘉
永
３
年
」〔
共
著
〕（「
国
文
学
」８
月
臨
時
増
刊
号『
編
年
体
古
典
文
学
１
３
０
０

年
史
』
一
九
八
七
年
八
月
、
學
燈
社
、
２１６
―
２１９
頁
）

５
「
出
版
・
書
肆
」「
貸
本
屋
」（『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
辞
典
』（
一
九
九
四
年
一
一
月
、
勉
誠
社
、
９０８
―
９１４
頁
）

６
「
阿
波
之
鳴
門
」「
以
呂
波
草
紙
」「
絵
本
鈴
鹿
森
」「
絵
本
三
国
妖
婦
伝
」「
絵
本
璧
落
穂
」「
小
栗
外
伝
」「
桟
道
物
語
」「
外

題
作
者
画
工
書
肆
名
目
集
」「
巷
談
坡
堤
庵
」「
小
桜
姫
風
月
奇
観
」「
信
夫
摺
在
原
草
紙
」「
俊
傑
神
稲
水
滸
伝
」「
自
来
也
説

話
」「
隅
田
川
梅
柳
新
書
」「
千
代
曩
媛
七
變
化
物
語
」「
鷲
談
伝
奇
桃
花
流
水
」「
楠
里
亭
其
楽
」「
双
蛺
蝶
白
糸
冊
子
」「
驫
鞭
」

「
盆
石
皿
山
記
」「
松
浦
佐
用
媛
石
魂
録
」「
綟
手
摺
昔
木
偶
」「
稚
枝
鳩
」「
催
馬
楽
奇
談
」「
小
枝
繁
」「
春
夏
秋
冬
春
之
巻
」

「
大
晦
日
曙
草
紙
」「
教
草
女
房
形
気
」（『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
一
九
九
八
年
六
月
、
明
治
書
院
）

７
「
切
附
本
」「
扉
題
」「
扉
書
」「
序
題
」「
凡
例
題
」「
目
録
題
」「
巻
首
題
」「
尾
題
」「
奥
題
」「
小
口
書
」「
背
書
」「
前
附
」

「
後
附
」「
題
字
」「
序
」「
引
」「
原
序
」「
初
序
」「
自
序
」「
他
序
」「
緒
論
」「
緒
言
」「
題
辞
」「
開
題
」「
凡
例
」「
目
録
」「
跋
」

「
後
序
」「
後
書
」「
自
跋
」「
他
跋
」「
摺
付
表
紙
」「
絵
題
簽
」「
書
名
」「
副
題
」「
角
書
」「
小
題
」「
外
題
」「
添
外
題
」「
内

題
」「
見
返
題
」（『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
一
九
九
九
年
三
月
、
岩
波
書
店
）

８
〔
文
学
小
辞
典
〕「
犬
子
集
」「
黄
檗
大
蔵
経
」「
貸
本
屋
」「
官
版
」「
古
状
揃
」「
御
存
商
売
物
」「
節
用
集
」「
板
木
屋
」
単

著
２
０
０
１
年
３
月
（『
週
刊
朝
日
百
科
世
界
の
文
学
』
８４

日
本
Ⅱ
〈
近
世
の
出
版
文
化
、
色
摺
、
古
活
字
本
〉（
二
〇
〇
一

年
三
月
、
朝
日
新
聞
社
、
１２６
―
１２８
頁
）

（１５）
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９
「「
娯
楽
読
み
物
」
の
魅
力
―
十
返
舎
一
九
、
式
亭
三
馬
、
為
永
春
水
、《
道
中
膝
栗
毛
》
ほ
か
―
」（『
週
刊
朝
日
百
科
世
界

の
文
学
』
８８

日
本
Ⅱ
〈「
南
総
里
見
八
犬
伝
」〉（
二
〇
〇
一
年
四
月
、
朝
日
新
聞
社
、
２４８
―
２５０
頁
）

〔
座
談
会
〕

１
「
座
談
会
「
江
戸
の
出
版
（
上
）「
板
本
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（「
江
戸
文
学
」
一
九
九
六
年
五
月
、
２
―
２３
頁
。
の
ち
、『
江

戸
の
出
版
』﹇
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
ぺ
り
か
ん
社
﹈
に
再
録
）
＊
参
加
者
―
中
野
三
敏
・
市
古
夏
夫
・
鈴
木
俊
幸

２
「
座
談
会
「
江
戸
の
出
版
（
下
）「
板
本
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（「
江
戸
文
学
」
一
九
九
六
年
一
〇
月
、
２
―
２５
頁
。
の
ち
、

『
江
戸
の
出
版
』﹇
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
ぺ
り
か
ん
社
﹈
に
再
録
）
＊
参
加
者
―
中
野
三
敏
・
市
古
夏
夫
・
鈴
木
俊
幸

３
「
討
議
２
「
書
物
の
様
式
と
メ
デ
ィ
ア
性
―
活
版
印
刷
に
よ
る
そ
の
変
容
」（『
日
本
の
近
代
活
字
―
本
木
昌
造
と
そ
の
周
辺
』

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
近
代
印
刷
活
字
文
化
保
存
会
、
４２０
―
４４０
頁
）
＊
参
加
者
―
府
川
充
男
・
雪
嶋
宏
・
鈴
木
広
光

４
「
座
談
会
『
八
犬
伝
』
再
読
」（「
文
学
」
二
〇
〇
四
年
五
月
〈
特
集＝

曲
亭
馬
琴
の
遺
産
〉）
２
―
２２
頁
）
＊
参
加
者
―
柏
木

隆
雄
・
山
田
俊
治
・
神
田
龍
身

〔
研
究
余
滴
〕

１
「
閑
話
休
題
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
七
八
年
一
一
月
、
５
―
６
頁
）

２
「
家
の
怪
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
七
九
年
一
〇
月
、
３
頁
）

３
「
隠
微
な
る
構
想
―
蛇
と
鳥
の
相
克
―
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
八
〇
年
一
〇
月
、
３
頁
）

千
葉
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４
「
馬
琴
の
綾
足
」（「
近
世
部
会
会
報
一
九
八
一
年
一
〇
月
、
８
―
９
頁
）

５
「『

討
枕
石
夜
話
』
ノ
ー
ト
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
八
二
年
一
二
月
、
５
頁
）

６
「
中
本
型
読
本
の
造
本
意
識
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
八
三
年
一
一
月
、
１１
―
１５
頁
）

７
「
も
う
一
人
の
南
北
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
八
四
年
一
二
月
、
８
―
９
頁
）

８
「
切
附
本
瞥
見
―
岳
亭
定
岡
の
二
作
に
つ
い
て
―
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
八
六
年
六
月
、
１１
―
１２
頁
）

９
「
文
学
研
究
に
於
け
る
道
具
と
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
」（「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
」
一
九
八
七
年
七
月
、
１
―
５
頁
。

の
ち
、「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
累
積
版
」
一
九
九
二
年
七
月
、
１８
―
２３
頁
に
再
録
）

１０
「
筆
耕
か
ら
作
者
へ
―
岡
山
鳥
の
場
合
―
」（「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
八
八
年
四
月
、
６
頁
）

１１
「
国
文
学
研
究
に
於
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
に
就
い
て
」（「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
」
一
九
八
八
年
六
月
、

５
―
７
頁
。
の
ち
、「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
累
積
版
」
一
九
九
二
年
七
月
、
４６
―
５１
頁
に
再
録
）

１２
「
機
械
可
読
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
―
テ
キ
ス
ト
ア
ー
カ
イ
ヴ
概
要
―
」（「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
」
一
九
八
九
年

七
月
、
３４
―
４５
頁
。
の
ち
、「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
累
積
版
」
一
九
九
二
年
七
月
、
１３４
―
１４８
頁
に
再
録
）

１３

「
江
戸
読
本
の
出
板
を
め
ぐ
っ
て
―
出
版
文
化
史
へ
の
視
座
―
」（「
北
大
国
文
学
会
創
立
四
十
周
年
記
念
・
刷
り
も
の
の

表
現
と
享
受
」
一
九
八
九
年
一
一
月
、
２１
―
２７
頁
）

１４
「
近
世
後
期
の
出
板
界
」（「
日
本
古
典
文
学
会
々
報
」
一
九
九
〇
年
一
月
、
６
頁
）

１５
「
邪
悪
な
機
種
依
存
文
字
コ
ー
ド
に
つ
い
て
〈
再
説
〉」（「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
」
一
九
九
〇
年
一
二
月
〔
電
子

媒
体
〕。
の
ち
、「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
累
積
版
」
一
九
九
五
年
三
月
、
５２
―
５５
頁
に
再
録
）

（１７）
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１６
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
〈
本
〉」（「
會
報
」（
愛
知
県
立
大
学
・
愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
国
文
学
研
究
室
）
一
九
九
〇
年
一

二
月
、
２
頁
）

１７
「
機
械
可
読
テ
キ
ス
ト
の
処
理
―
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ツ
ー
ル
へ
―
」（「
国
文
学
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
研
究
集
会
報
」

一
九
九
四
年
６
月
、
２４
―
４１
頁
）

１８
「
機
械
可
読
テ
キ
ス
ト
と
〈
索
引
〉」（「
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
」
一
九
九
五
年
一
二
月
〔
電
子
媒
体
〕）

１９
「
江
戸
の
出
板
事
情
」（「
日
本
古
書
通
信
」
一
九
九
六
年
一
一
月
、
４
―
６
頁
）

２０
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
私
の
調
査
カ
ー
ド
―
」（「
調
査
研
究
報
告
」〔
国
文
学
研
究
資
料
〕
一
九
九
七
年
六
月
、
３６
―
４８
頁
）

２１
「
板
本
か
ら
活
字
へ
」（「
近
代
文
学
書
誌
協
会
会
報
」
一
九
九
八
年
八
月
、
６
―
１０
月
）

２２
「
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
人
文
系
基
礎
学
」（「InfoPort

」〔
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
〕
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
５
頁
）

２３
「
研
究
者
に
と
っ
て
の
セ
ル
フ
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
」（「
情
報
の
科
学
と
技
術
」
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）

２４
「
江
戸
読
本
の
後
摺
本
と
活
版
本
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』《
明
治
編
》
２８
「
国
木
田
独
歩
・
宮
崎
湖
処
子
集
」
月
報
、

二
〇
〇
六
年
一
月
）

２５
「
黄
鳥
墳
の
世
界
」（
国
立
劇
場
第
２５５
回
歌
舞
伎
公
演
（
平
成
十
九
年
十
月
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
平
家
女
護
島
・
昔
語
黄
鳥
墳
」

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
３２
―
３３
頁
）

２６
「
デ
ジ
タ
ル
環
境
下
に
お
け
る
国
文
学
」（「
日
本
古
書
通
信
」
二
〇
〇
九
年
八
月
、
１０
―
１１
頁

２７
「
草
双
紙
の
〈
明
治
〉」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』《
明
治
編
》
９
「
明
治
戯
作
集
」
月
報
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、
１
―
５
頁
）

２８
「
襲
名
披
露
」（「
会
報
」〔
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
〕、
１
―
２
頁
）
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２９
「〈
切
附
本
〉
と
の
出
会
い
」（「
日
本
古
書
通
信
」
二
〇
一
一
年
一
一
月
、
１０
頁
）

３０
「
浮
世
柄
比
翼
稲
妻
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
作
劇
法
」（
国
立
劇
場
第
２８１
回
歌
舞
伎
公
演
〔
２
０
１
２
年
１１
月
〕
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
浮

世
柄
比
翼
稲
妻
」
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
１８
―
１９
頁
）

３１
「
パ
リ
に
渡
っ
た
和
本
た
ち
」（「
西
日
本
新
聞
」
二
〇
一
四
年
八
月
一
三
日
、
一
一
面
）

３２
「『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
―
重
層
化
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
―
」（
国
立
劇
場
第
６９
回
邦
楽
公
演
「『
八
犬
伝
』
を
聴
く
」、
二
〇
一

四
年
一
〇
月
、
４
―
５
頁
））

３３
「『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
演
劇
性
―
享
受
の
諸
相
を
め
ぐ
っ
て
」（
国
立
劇
場
第
２９３
回
歌
舞
伎
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
一

五
年
一
月
、
２４
―
２５
頁
）

３４
「
さ
れ
ど
文
学
部
が
日
々
」（「
会
報
」〔
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
〕
二
〇
一
五
年
七
月
、
２
頁
）

（１９）

髙
木
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